
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
の
就
任
以
来
、
市
民
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
市
政
に
関
わ
る
多
く
の
皆

さ
ま
方
に
、
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

第
5
次
長
期
総
合
計
画
及
び
４
つ
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
沿
っ
た
市
政
運
営
が
推
進
で
き
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
市
政
運
営
の
羅
針
盤
と
な

り
ま
す「
第
６
次
都
留
市
長
期
総
合
計
画
」の

策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
平
成
28
年

度
か
ら
の
11
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
新
し

い
長
期
総
合
計
画
に
お
い
て
、
踏
ま
え
る
べ

き
時
代
の
潮
流
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
ふ
れ

あ
い
集
会
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
様
な

市
民
参
加
や
参
画
の
手
法
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
計
画
と
な

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
・
人
口
減
少

対
策
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ

る
日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
昨
年

９
月
に「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

を
発
足
さ
せ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
、
こ

れ
ら
の
施
策
に
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
、「
都
留
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
」を
10
月
に
立
ち
上
げ
、
一
元

的
、
か
つ
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
、
長
期
総
合
計
画
の
策
定

と
並
行
し
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
へ
の
積
極
的
な
取
組
や
簡

素
で
効
率
的
な
行
財
政
経
営
の
確
立
と
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
身
近
で
分
か
り
や
す
い

市
役
所
と
す
る
た
め
、
本
年
４
月
に
組
織
・
機

構
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
へ
の
対
応
、
子
育
て
支
援
、
健
康

寿
命
の
延
伸
な
ど
、「
ひ
と
」や「
く
ら
し
」を

守
り
育
て
る
た
め
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
そ
れ

ぞ
れ
の
対
象
者
に
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制

と
す
る
と
と
も
に
、
互
い
の
連
携
を
強
化
す

る
た
め
、
既
存
の
３
部
制
か
ら
４
部
制
へ
増

設
し
、
そ
れ
に
伴
う
課
も
創
設
す
る
中
で
、

長
期
総
合
計
画
の
策
定
・
実
行
を
見
据
え
た

組
織
体
制
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

都
留
文
科
大
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
学

淘
汰
の
時
代
の
中
に
あ
っ
て
も
本
市
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
あ
り
続
け
、
ま
た
、
学
生
や
社

会
か
ら「
魅
力
あ
ふ
れ
る
大
学
」と
し
て
認
識

さ
れ
続
け
る
た
め
に
も
、
持
続
的
な
発
展
を

堅
持
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
都
留
文
科
大
学
は
、
一
層
の
地

域
貢
献
に
資
す
る
た
め
、
昨
年
12
月
３
日
、

山
梨
県
と
の
間
で「
包
括
的
連
携
協
定
」を
締

結
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

看
護
系
大
学
誘
致
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
東
部
地
域
の
看
護
師
確
保
と
医
療
環
境

の
地
域
間
格
差
の
是
正
に
資
す
る
も
の
と
し

て
、
山
梨
県
か
ら
も
財
政
支
援
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
学
生
人
口
の
拡

大
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
、
大
学
に

よ
る
地
域
貢
献
、
市
内
教
育
機
関
及
び
市
内

医
療
福
祉
関
係
機
関
等
と
の
連
携
な
ど
、
本

市
の
将
来
に
と
っ
て
大
変
有
益
な
も
の
に
な

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
の
健
康
科
学
大
学
看
護
学

部
開
設
に
向
け
、
本
年
早
々
か
ら
準
備
工
に

着
手
し
、
４
月
以
降
に
本
格
的
な
改
修
工
事

に
も
着
手
す
る
予
定
で
す
の
で
、
周
辺
の
地

域
の
皆
さ
ま
に
は
、
工
事
中
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
林
産
物
直
売
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
28
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
現
在
、

基
本
構
想
、
基
本
計
画
に
基
づ
く
設
計
の
準

備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
安
心
・
安
全
な
農
産
物
の

生
産
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
実
現
に
向

け
た
市
の
農
業
振
興
の
核
と
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
農
業
所
得
の
向

上
が
期
待
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
中
心
と

な
る
よ
う
、
出
品
者
組
織
を
構
築
す
る
な
ど

の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
産
業
の
推
進
に
よ
る
新

た
な
雇
用
の
創
出
、
市
内
経
済
の
発
展
及
び

産
業
振
興
、
さ
ら
に
、
地
域
住
民
が
参
加
・

活
動
・
交
流
し
、
心
身
機
能
の
健
全
な
維
持
・

向
上
等
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
現
で
き
る
、
地

域
の
介
護
予
防
の
拠
点
と
し
て
の
身
近
な

「
居
場
所
」づ
く
り
に
向
け
た
調
査
・
研
究
等

に
よ
り
、
健
康
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
暮
ら
し

を
実
現
す
る
た
め
の
事
業
な
ど
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も「
夢
か
な
う
都
留
市
」の
実
現
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
市
政
へ
の
参

加
・
参
画
・
協
働
並
び
に
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年　

元
日

平
成
27
年
　
市
長
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
　
　
　
都
留
市
長　

堀
内　

富
久
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　平成27年度は、第５次都留市長
期総合計画に基づいて進めてきた、
まちづくり事業の総仕上げの年とな
ります。長期総合計画後期基本計画
に示された既存事業をベースに行政
の継続性と４つのコンセプトの視点
で重点的に事業を進めます。

市政運営の基本方針と「都留市まち・ひと・しごと創生」事業
　また、今年度は、各コンセプト
に重点事業として位置づけた 44
事業の中から、「人口減少を克服
し、持続的なまちづくりの柱とな
る 14の事業について、『都留市
まち・ひと・しごと創生』事業」と
位置付け、中長期的な観点から

リーディングプロジェクトとして
取り組んでいくこととしていま
す。（「★まち・ひと・しごと」が
該当事業）

今年の主な重点事業

コンセプトⅢ　育みます！　やさしさと元気のまち
　（17事業 / まち・ひと・しごと 5事業）
■健康ではつらつとした暮らしを実現
　①介護予防施設「居場所」の整備（★まち・ひと・しごと）
　②はつらつ鶴寿大学の運営
　③各種スポーツ教室等の充実
　④産科分娩の再開（★まち・ひと・しごと）
　⑤電子カルテの導入
　⑥看護師確保対策の推進強化
■子育ての喜びが実感できるまちを実現
　①子育て家庭へ医療費の経済的支援
　②ファミリー・サポート・センターの利用促進
　③放課後子ども教室事業
　④放課後児童クラブ（学童保育）の充実
■互いに尊重し、支え合う福祉のまちづくりの推進
　①生活交通確保対策（★まち・ひと・しごと）
■安心して暮らせる安全なまちづくりの推進
　①実効性の高い防災組織づくりとその育成
　　（★まち・ひと・しごと）
　②市役所本庁舎への太陽光発電設備・蓄電池の設置
　③特色ある自治会活動への支援
　④災害時救急搬送拠点ヘリポート整備事業
　　（★まち・ひと・しごと）
　⑤消防団サポート事業
　⑥消防団防火衣更新整備事業

コンセプトⅣ　実行します！　新しいステージへ
　（7事業 / まち・ひと・しごと 1事業）
■市民の声を行政に
　①ふれあい集会の開催
■効率的な行政
　①公共施設等管理計画の策定
　②社会保障・税番号制度の導入
　③税等の徴収対策の強化
■活力ある市民、市政
　①職員提案制度
　②協働のまちづくりの推進（★まち・ひと・しごと）
　③第６次都留市長期総合計画策定事業

コンセプトⅠ　創ります！　豊かな産業のあるまち
　（6事業 / まち・ひと・しごと 2事業）
■シルバー産業の構築
　①シルバー産業の推進（★まち・ひと・しごと）
■特徴ある産業の構築と人材育成
　①農林産物直売所の建設 ( ★まち・ひと・しごと )
　②特徴ある農業の推進
　③ 商業振興対策事業
■ものづくり企業の支援
　① 地場産業の支援	
■インフラの整備の推進
　①側道南側古川渡線・側道古川渡東桂線道路改良

コンセプトⅡ　輝かせます！　都留の誇り
　（14事業 / まち・ひと・しごと 6事業）
■魅力あふれる城下町文化の保護・育成・発信
　①ふるさと芸能の伝承（★まち・ひと・しごと）
　②観光産業推進事業（★まち・ひと・しごと）
　③ミュージアム都留リニューアル事業
　④都の杜うぐいすホール改修事業
■リニアのまち都留市を発信
　①交流産業のＰＲと推進体制の整備 
■文化学園都市としてのまちづくりの推進
　①看護系大学誘致事業（★まち・ひと・しごと）
　②都留文科大学施設整備事業（★まち・ひと・しごと）
　③英語特区（教育課程特例校）事業

　　（★まち・ひと・しごと）
　④小中学校地震対策補強事業（非構造部材耐震化）
　⑤少人数指導実施のための市担教員の配置等
　⑥学生アシスタントティーチャー事業

　　（★まち・ひと・しごと）
　⑦学校現場における教育の情報化の推進事業
　⑧「のびのび興譲館」の充実
　⑨暮らしに役立つみんなの広場 

コンセプトⅠ　創ります！　豊かな産業のあるまち
　（6事業 / まち・ひと・しごと 2事業）
■シルバー産業の構築
　①シルバー産業の推進（★まち・ひと・しごと）
■特徴ある産業の構築と人材育成
　①農林産物直売所の建設 ( ★まち・ひと・しごと )
　②特徴ある農業の推進
　③ 商業振興対策事業
■ものづくり企業の支援
　① 地場産業の支援	
■インフラの整備の推進
　①側道南側古川渡線・側道古川渡東桂線道路改良

コンセプトⅡ　輝かせます！　都留の誇り
　（14事業 / まち・ひと・しごと 6事業）
■魅力あふれる城下町文化の保護・育成・発信
　①ふるさと芸能の伝承（★まち・ひと・しごと）
　②観光産業推進事業（★まち・ひと・しごと）
　③ミュージアム都留リニューアル事業
　④都の杜うぐいすホール改修事業
■リニアのまち都留市を発信
　①交流産業のＰＲと推進体制の整備 
■文化学園都市としてのまちづくりの推進
　①看護系大学誘致事業（★まち・ひと・しごと）
　②都留文科大学施設整備事業（★まち・ひと・しごと）
　③英語特区（教育課程特例校）事業

　　（★まち・ひと・しごと）
　④小中学校地震対策補強事業（非構造部材耐震化）
　⑤少人数指導実施のための市担教員の配置等
　⑥学生アシスタントティーチャー事業

　　（★まち・ひと・しごと）
　⑦学校現場における教育の情報化の推進事業
　⑧「のびのび興譲館」の充実
　⑨暮らしに役立つみんなの広場 

コンセプトⅢ　育みます！　やさしさと元気のまち
　（17事業 / まち・ひと・しごと 5事業）
■健康ではつらつとした暮らしを実現
　①介護予防施設「居場所」の整備（★まち・ひと・しごと）
　②はつらつ鶴寿大学の運営
　③各種スポーツ教室等の充実
　④産科分娩の再開（★まち・ひと・しごと）
　⑤電子カルテの導入
　⑥看護師確保対策の推進強化
■子育ての喜びが実感できるまちを実現
　①子育て家庭へ医療費の経済的支援
　②ファミリー・サポート・センターの利用促進
　③放課後子ども教室事業
　④放課後児童クラブ（学童保育）の充実
■互いに尊重し、支え合う福祉のまちづくりの推進
　①生活交通確保対策（★まち・ひと・しごと）
■安心して暮らせる安全なまちづくりの推進
　①実効性の高い防災組織づくりとその育成
　　（★まち・ひと・しごと）
　②市役所本庁舎への太陽光発電設備・蓄電池の設置
　③特色ある自治会活動への支援
　④災害時救急搬送拠点ヘリポート整備事業
　　（★まち・ひと・しごと）
　⑤消防団サポート事業
　⑥消防団防火衣更新整備事業

コンセプトⅣ　実行します！　新しいステージへ
　（7事業 / まち・ひと・しごと 1事業）
■市民の声を行政に
　①ふれあい集会の開催
■効率的な行政
　①公共施設等管理計画の策定
　②社会保障・税番号制度の導入
　③税等の徴収対策の強化
■活力ある市民、市政
　①職員提案制度
　②協働のまちづくりの推進（★まち・ひと・しごと）
　③第６次都留市長期総合計画策定事業
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昨
年
11
月
22
日
、
22
時
8
分
頃
に
長
野
県
北
部
を

中
心
と
す
る
最
大
震
度
6
弱
の
地
震
が
発
生
し
、
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
、
大
き
な
地
震
が
想
定
さ
れ
、
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
・
携
帯
電
話
・
防
災
無
線
に
よ
り
緊
急
地
震

速
報
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
そ
の
時
、
ど

の
よ
う
な
対
応
が
と
れ
ま
し
た
か
？

■「
緊
急
地
震
速
報
」が
出
さ
れ
た
ら
、

　
身
の
安
全
を
最
優
先
に
！

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
の
発
生
直
後
に
震
源
近

く
で
地
震
動
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
強
い
揺
れ
が
始
ま
る

直
前
に
気
象
庁
が
中
心
と
な
り
知
ら
せ
る
情
報
で
す
。

　
最
大
震
度
5
弱
以
上
が
推
定
さ
れ
る
場
合
に
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
携
帯
電
話
・
防
災
無
線
を
通
じ
て

知
ら
せ
ま
す
。
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
て
か
ら

揺
れ
が
く
る
ま
で
の
時
間
は
、
わ
ず
か
数
秒
か
ら
数

十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

地震だ！
その時どうする？

■
地
震
発
生
時
の
行
動
チ
ャ
ー
ト

　（
あ
わ
て
ず
、
落
ち
着
い
て
）

　
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
際
、
冷
静
に
対
応
す
る

に
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、
一
瞬
の
判
断
が
生
死
を

分
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、「
あ
わ

て
ず
、
落
ち
着
い
て
」行
動
す
る
た
め
に
、
地
震
発
生

時
の
基
本
的
な
行
動
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
災
害
に
備
え「
自
助
・
共
助
」の
重
要
性

を
市
民
防
災
研
修
会
で
強
調
！

　
昨
年
の
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
市
内
10
会
場

に
て
地
域
住
民
の
災
害
に
対
す
る
意
識
啓
発
及
び
防

災
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
防
災
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
研
修
会
の
ポ
イ
ン
ト
！
】災
害
に
備
え
て
大
切
な
こ
と

①
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、
自
分
自
身
で
・
家
族

全
員
で
備
え
る
こ
と
が
重
要（
自
助
）

・
家
の
中（
家
具
の
固
定
）や
家
の
周
囲
を
安
全
に
し

　
て
い
ま
す
か
。

・
非
常
持
出
品
、
備
蓄
品（
食
糧
）の
準
備
を
し
て
い

　
ま
す
か
。

・
安
全
な
避
難
方
法
、
ご
自
身
の
指
定
避
難
場
所
を

　
知
っ
て
い
ま
す
か
。

②
地
域
の
人
た
ち
同
士
の
助
け
合
い
、
地
域
一
丸
と

な
っ
て
助
け
合
う
こ
と
が
重
要（
共
助
）

・
地
域
の
防
災
組
織
の
連
携
が
で
き
て
い
ま
す
か

　（
機
能
し
て
い
ま
す
か
）。

・
災
害
時
要
援
護
者（
高
齢
者
な
ど
）を
支
援
す
る
体

　
制
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

・
防
災
訓
練
の
意
義
を
理
解
し
、
参
加
を
し
て
い
ま
す
か
。

●落ち着いて、自分の身を守る
　机の下に隠れるなど、まずは
　身を守ることを第一に
●あわてず、火の始末
　揺れが激しい時は無理をせず、
　大きな揺れがおさまってから
　火の始末
●ドア・窓を開けて逃げ道を確
保する
　地震の揺れでドアや窓枠が変形
　して開かなくなるおそれがある

●火元を確認し、出火し
ていたら初期消火
●家族の安全を確認
●靴をはく
　ガラスの破片などから
　足を守る
●非常持出品を手近に用
意する

●隣近所の安否を確認する
　一人暮らしの高齢者など
　がいる家には積極的に声
　をかけて安否を確認
●正しい情報を入手する
　テレビ・ラジオなどで正
　しい情報を確認
●家屋倒壊などのおそれが
ある場合は避難する

余 震 に 注 意！

緊急地震速報
地震発生

１～２分 ３～５分

■たくさんの方に参加をしていただ
き、防災について学習しました。
　災害に備え、地域の防災力向上に努
めてください。

※震源に近い地域では、緊急地震速報が
揺れに間に合わないことがあります。

緊急地震速報

防災特集
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